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アジア展開を加速する

日本企業とAIBS学 会の役割
亜細亜大学大学院アジア ・国際経営戦略研究科委員長

AIBS学 会長　池 島　 政広
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　昨年、東 日本大震災 という日本 にとって悲惨 な出来事が発生いた しま した。

この事態 は日本の社会 インフラ等 に相当なるダメー ジを与 え、産業界 に予想以

上の影響 を与えました。震災後、大手電機企業の上海現地法人の工場 を訪問 し

た際に、総経理か ら、基幹 となる大事 なマイコン等が 日本か ら入 ってこないの

で困るとの話 を伺 いま した。 日本で作 られている部品が世界の経済 に大 きな影

響 を与 えてお り、 日本の技術力 の高 さを再認識 した次第です。 このような技術

力 を活か し、 ビジネス としてアジア市場の開拓 を上手 く行 ってい く必要性 に迫

られてお ります。 このアジア展 開の気運は、震災後の国内市場の不透明感の中

で、急激 に高 まってお ります。また、円高の問題、 さらにはエネルギー供給の

不安感は、 この傾向に拍車 をかけてお ります。元気なアジア市場 を取 り込み、

その活力 を日本の復興 にもフィー ドバ ックし、アジアの中での新 たな日本 を創

り上 げる必要があ ると思います。

　 このような問題意識 を持 って 日本企業 を見てみると、3つ の大 きな戦略的課

題があ ります。第1は 、 「ビジネス拠点 の戦略的配置」 を冷静 に考 えねばな り

ませ ん。まず、 ターゲッ トとする顧客層 を明確に してブランディングすること

です。 日本企業が比較的苦手 にしてきた中間層以下 をどの ように攻め込むかが

大 きな課題です。そ して、生産プロセスの どの段階 をアジア諸国に担 ってもら

うか、 また、 日本の どの技術 をいかなるタイ ミングでアジア諸国へ移転す るか

が問題です。 この ような戦略的配置の全体設計 を本社 できちんとす る必要があ

ります。第2は 、「現地化 に向けたマネジメン ト人材 の育成」です。 国際競争

が厳 しい中、現地法人の経営者は本社 のビジョンの下に、スピーディに意思決

定が出来なければな りませ ん。 このような能力 を持つ人材 を確固たるキ ャリア

プランの下 に育ててい くことです。第3に 、「アジア共生戦略 としてのマ クロ

問題」 を個別の企業の利益 を超えて考えることです。 ビジネス活動の前提 にな

る環境 ・エ ネルギー、知的財産権等のマクロ問題 を、アジア と共に発展す ると

い う戦略で大 きく捉 えてい くことが大事です。

　AIBS学 会の役割 は、 この ような戦略的課題 について、産学公のメ ンバーが

英知 を絞って研究 を続 けることです。困難な課題 の解決 に向かった知恵は、異

なる価値観 を持 った様 々な方 々の和気あいあいの論議 か ら生 まれ ます。 しか

も、その場 は日本だけではな く、アジアの地域で も行 う必要があ ります。本学

会の上海支部、韓国支部での活動、 さらに昨年夏には、ハノイでセ ミナーを開

催で きた ことは有意義 で した。本学会は、 このような活動 を通 じて、アジアワ

イ ドで活躍で きる人材 を育成す るとい う大 きな役割 も担 ってお ります。

　 最後にな りましたが、JETROの ハ ノイ事務所所長の山岡氏 には大変お世話

にな りました。また、恒例の韓国セ ミナー におきま して、官民一体で進めてい

る韓国ソフ トパワーの凄 さを肌で感 じてまい りました。元韓 国大統領府行政官

の林氏 に感謝いた します。そ して、副会長の飯高氏 と上海支部長の李氏には、

学会の運営面、中国の宝 山鋼鉄や上海電気等のグローバ ル企業 の紹介等々、助

かってお ります。今後、会員の皆様 と共に、 この学会 をさらに発展 させたいと

思い ますので、 どうぞ よろ しくお願 い申し上げます。
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